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遠
く
は
四
国
か
ら
参
加
の
方
、

近
く
は
徒
歩
で
参
加
の
方
…
総

勢
九
名
の
方
々
が
集
中
コ
ー
ス

夏
の
部
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
梅

雨
明
け
宣
言
は
ま
だ
で
し
た
が
、

お
か
げ
さ
ま
で
天
候
に
恵
ま
れ

た
三
日
間
で
し
た
。

　
と
は
い
え
、
二
泊
三
日
は
あ
っ

と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
森
を
知
る
た
め
樹
を

知
り
ま
し
ょ
う
と
、
樹
木
分
類
。

直
径
を
、
樹
高
を
測
っ
て
、
健
康

診
断
。
頭
脳
が
悲
鳴
の
施
業
計

画
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
動
か
し

て
み
て
丸
太
伐
り
。
伐
倒
後
、
枝

を
払
っ
て
玉
切
り
造
材
。
ウ
ィ

ン
チ
で
寄
せ
て
寄
せ
て
簡
単
集

材
。
こ
の
一
連
の
流
れ
の
中
で
、

ポ
イ
ン
ト
を
掴
ん
で
い
た
だ
け
た

で
し
ょ
う
か
。｢

何
か｣

を
持
ち

帰
っ
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う

か
。
森
林
塾
は｢

何
か｣

を
提
供
で

き
た
で
し
ょ
う
か
。

　
少
し
で
も
森
林
や
林
業
の
こ
と

を
知
り
た
く
て
参
加
を
し
た
け
れ

ど
も
、
新
た
な
疑
問
が
発
生
し
て

し
ま
っ
た
…
、
家
の
近
く
の
公
園

の
樹
で
名
前
の
わ
か
ら
な
い
樹
が

あ
る
…
な
ど

な
ど
、
疑
問

質
問
注
文
な

ん
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
わ
ず

か
三
日
間
で
し
た
が
、
こ
れ
で
お

付
き
合
い
が
終
わ
り
で
は
な
く

て
、
始
ま
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

何
ら
か
の
形
で
お
付
き
合
い
を

用
語
は
外
国
語
の
よ
う
？
。

イ
ラ
ス
ト
が
頭
に
や
さ
し

い
！
。

　
そ
の
後
、
小
屋
横
の
林
に
て
樹

木
散
策
。

1212121212
時時時時時

　
昼
食

1212121212
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
現
場
に
て
各
班
毎
に
プ
ロ
ッ

ト
調
査
。
二
十
メ
ー
ト
ル
四

方
の
標
準
地
。
胸
高
直
径
・
樹

高
の
測
り
方
。
こ
の
林
の
樹

の
年
齢
は
五
十
五
歳
。

1414141414
時時時時時

　
小
屋
へ
戻
り
デ
ー
タ
解
析
。
健

康
診
断
を
し
て
、
処
方
を
決

め
る
。
各
班
と
も
相
対
幹
距

比
が
十
四
半
ば
。
人
口
密
度

な
ら
ぬ
樹
木
密
度
は
山
手
線

並
か
？
。

1616161616
時時時時時

　
施
業
計
画
の
立
案
方
法
に
つ

い
て
島
﨑
先
生
の
講
義
。

この道具、樹高も測れるんだあ～

まずは、丸太伐りからです！

この樹なんの樹???

指数の示す健康状態や、如何に

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

今
回
の
内
容

今
回
の
内
容

今
回
の
内
容

今
回
の
内
容

今
回
の
内
容

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

　　　　　
77777
月月月月月
3131313131
（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）
〜〜〜〜〜

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
88888
月月月月月
22222
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
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一
日
目

一
日
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一
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
気
小
屋
に
て

受
付
開
始
。

99999
時時時時時
　
講
師
の
先
生
方
の
挨
拶

の
後
、
塾
生
の
方
の
自
己
紹

介
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

紹
介
、
事
務
局
挨
拶
。
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
日
程
説
明
。

99999
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
森
林
業
の
現
状
に
つ
い
て
、

島
﨑
先
生
の
講
義
。

1010101010
時時時時時

　
樹
木
の
検
索
の
仕
方
。
専
門
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公
園
に
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。

1717171717
時時時時時

　
本
日
終
了
。

三
日
目

三
日
目

三
日
目

三
日
目

三
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
山
小
屋
集
合
。
今
日
も
体
操
を

し
て
か
ら
現
場
へ
。

99999
時時時時時

　「
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
」
を
使
っ
た

木
寄
せ
と
間
伐
を
各
班
交
代

で
行
う
。
玉
切
っ
た
材
木
が

綺
麗
に
集
め
ら
れ
て
ゆ
く
。

1212121212
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
今
日
も
現
場
で
昼
食
。
虫
除
け

に
と
小
さ
な
火
種
を
保
科
先

生
。

1313131313
時時時時時

　
ロ
ギ
ン
グ
ト
ラ
ク
タ
と
キ
ャ

1717171717
時時時時時

　
初
日
終
了
。

1818181818
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
交
流
会
開
始
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

と
や
き
そ
ば
。
冷
え
た
ビ
ー

ル
の
う
ま
い
こ
と
。

2020202020
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
交
流
会
終
了
。
…
あ
れ
、
小
屋

の
中
か
ら
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音

色
が
…
。

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
山
小
屋
集
合
。
日
程
説
明
の

後
、
体
操
を
し
て
、
早
速
現
場

へ
。

99999
時時時時時

　
各
班
毎
に
保
残
木
マ
ー
キ
ン

グ
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
。
始
動
方
法

と
禁
止
事
項
を
習
っ
た
ら
、

丸
太
伐
り
か
ら
は
じ
め
ま

し
ょ
う
。

1111111111
時時時時時

　
各
班
と
も
早
く
も
伐
倒
方
法

の
解
説
へ
。

1212121212
時時時時時

　
現
場
に
て
昼
食
。

1212121212
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
伐
倒
開
始
。
方
向
を
決
め
て
、

受
け
口
・
追
い
口
。
つ
る
は
残

し
て
蝶
番
。
間
伐
が
進
む
に

つ
れ
、
森
の
中
に
ど
ん
ど
ん

光
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な

る
。

1616161616
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
途
中
、
何
回
か
休
憩
を
取
り
な

が
ら
今
日
の
作
業
を
終
え
、

小
屋
へ
。

1616161616
時時時時時
3030303030
分分分分分

タ
ト
ラ
に
よ
る
集
材
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。

1414141414
時時時時時

　
作
業
終
了
。
保
科
先
生
総
評
。

　
小
屋
へ
戻
り
、
質
疑
応
答
。

ワンタッチなラダー

帽子をつけて木の間もスイスイ

1515151515
時時時時時

　
島
﨑
先
生
総
評
。
こ
れ
に
て
集

中
コ
ー
ス
は
終
了
。
解
散
。

　
怪
我
な
く
無
事
作
業
を
終
え

て
頂
い
た
こ
と
、
間
伐
・
集
材

で
き
れ
い
な
森
に
し
て
頂
い

た
こ
と
に
感
謝
致
し
ま
す
。

ご
苦
労
様
で
し
た
。

参
加
者
／
伊
藤
さ
ん
、
小
野
沢
さ

ん
、
笹
原
さ
ん
、
島
田
さ
ん
、

関
川
さ
ん
、
長
谷
川
さ
ん
、
平

松
さ
ん
、
松
岡
さ
ん
、
古
田
さ

ん
講
師
／
保
科
先
生
、
島
﨑
先
生

ス
タ
ッ
フ
／
川
島
、
後
藤
、
早
川
、

坂
野

次
回
以
降
の
内
容

次
回
以
降
の
内
容

次
回
以
降
の
内
容

次
回
以
降
の
内
容

次
回
以
降
の
内
容

第
九
第
九
第
九
第
九
第
九
・・・・・
十
回
十
回
十
回
十
回
十
回

　　　　　
88888
月月月月月
2222222222
・・・・・
2323232323
日日日日日
（
金
土
）

（
金
土
）

（
金
土
）

（
金
土
）

（
金
土
）

　
　
伐
　
　
　
出

　
　
伐
　
　
　
出

　
　
伐
　
　
　
出

　
　
伐
　
　
　
出

　
　
伐
　
　
　
出

　
間
伐
の
現
場
で
、
倒
し
た
木
を

林
道
端
ま
で
出
し
て
き
ま
す
。
携

帯
式
の
ウ
ィ
ン
チ
や
林
内
作
業

車
で
集
め
ま
す
。
交
代
で
間
伐
の

続
き
も
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
8

時
30
分
に
島
﨑
先
生
の
山
小
屋

パタパタパタ…寄せます!積みます!

「つる」に専念
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集
合
。

 
一
日
目
が
島
﨑
先
生
、
二
日
目

が
保
科
先
生
の
担
当
で
す
。

　
な
お
、
23
日
（
土
）
に
は
鳩
吹

公
園
で
「
ま
ほ
ら
伊
那
地
球
元
気

村
」
が
始
ま
り
ま
す
。
相
当
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
駐
車

場
な
ど
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第
十
一
回

第
十
一
回

第
十
一
回

第
十
一
回

第
十
一
回

99999
月月月月月
1919191919
日日日日日
（（（（（
金金金金金
）））））　　　　　
見見見見見
学学学学学

　
倒
さ
れ
た
木
は
ど
こ
へ
運
ば

れ
ど
う
な
っ
て
ゆ
く
の
か
。

　
材
木
市
場
な
ど
を
見
学
す
る

予
定
で
す
。
詳
細
は
追
っ
て
ご
連

絡
し
ま
す
。。

第
十
二
回
　

第
十
二
回
　

第
十
二
回
　

第
十
二
回
　

第
十
二
回
　

99999
月月月月月
2020202020
日日日日日
（（（（（
土土土土土
）））））　　　　　
枝枝枝枝枝
打打打打打
ちちちちち

　
い
よ
い
よ
お
待
ち
か
ね
、
枝
打

ち
で
す
。
ぶ
り
縄
の
作
成
か
ら
木

登
り
、
そ
し
て
枝
打
ち
で
す
。
子

供
の
頃
に
帰
っ
て
ま
ず
木
に
登

る
練
習
。
高
さ
に
慣
れ
た
ら
枝
打

ち
で
す
。
何
の
た
め
の
枝
打
ち

か
、
と
い
う
目
的
を
見
失
う
と
時

期
や
方
法
を
間
違
え
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
あ
た
り
を
し
っ
か
り

聞
い
て
く

だ
さ
い
。

　
担
当
は

保
科
先
生

で
す
。

私
に
少
し
で
も
体
力
を
付
け
さ

せ
よ
う
と
考
え
た
父
は
、
休
み
に

私
を
田
舎
へ
つ
れ
出
し
、
山
菜
取

り
、
虫
取
り
、
落
ち
葉
や
木
の
実

拾
い
と
、
里
山
で
遊
ば
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
影
響
か
、
キ
ャ
ン

プ
、
軽
登
山
や
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

等
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
が

好
き
に
な
り
、
息
詰
ま
っ
た
と
き

や
疲
れ
切
っ
た
時
、
身
近
な
樹
の

生
え
て
い
る
場
所
に
行
き
、
木
漏

れ
日
、
小
枝
が
そ
よ
ぐ
音
、
虫
や

鳥
の
声
に
浸
る
こ
と
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
将
来
は
、「
樹

木
が
身
近
に
あ
る
田
舎
に
自
分

で
丸
太
小
屋
を
作
る
ぞ
！
」
と
夢

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
都
会
の
仕
事
で
生
活
の
糧

を
得
て
い
る
一
般
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
に
と
っ
て
、
田
舎
に
生
活
の
場

を
造
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で

し
た
。
仕
事
の
忙
し
さ
を
理
由

に
、
ま
ず
は
資
金
の
準
備
だ
、
情

報
収
集
と
技
術
の
習
得
だ
、
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
、「
田

舎
暮
ら
し
の
本
」、「
ウ
ッ
デ
ィ
ラ

イ
フ
」、「
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
カ
ル

チ
ャ
ー
」
関
連
の
本
を
読
む
だ
け

で
、
実
際
の
行
動
は
起
こ
し
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

 

こ
こ
数
年
、
会
社
倒
産
、
雇
用

　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
通

年
コ
ー
ス
一
年
目
の
重
松
で
す
。

私
は
田
舎
暮
ら
し
を
充
実
さ
せ

る
手
段
と
し
て
、
里
山
の
維
持
・

管
理
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
森
林
塾
に
入
塾
し
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
と
わ
か
り
に
く

い
で
す
よ
ね
。
自
己
紹
介
を
兼

ね
て
、
私
が
森
林
塾
に
参
加
す

る
に
至
っ
た
経
緯
を
書
い
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
幼
少
の
頃
、
体
が
弱
か
っ
た

リリリリリレレレレレーーーーー通通通通通信信信信信
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毎
日
・
毎
週
・
毎
月
同
じ
よ
う

な
動
き
の
中
で
、
決
ま
っ
た

レ
ー
ル
上
を
走
り
、
趣
味
と
い

う
駅
で
少
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

し
な
が
ら
定
年
を
迎
え
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
生
活
に
？
？
？
？
？

を
感
じ
た
の
は
、
人
生
の
終
盤

に
入
る
五
十
歳
の
頃
で
あ
っ
た
。

大
き
な
人
生
の
転
換
期
で
あ
る

「
定
年
」
は
会
社
の
指
示
で
な
く

自
分
で
決
め
る
事
に
し
た
。
多

く
の
場
所
を
見
学
し
、
講
習
会

な
ど
は
進
ん
で
参
加
し
、
二
〇

〇
二
年
「
Ｋ
Ｏ
Ａ
夏
の
集
中
講

座
」
の
前
、
部
長
に
こ
の
こ
と
を

申
し
入
れ
、
次
期
担
当
者
の
選

任
を
お
願
い
し
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

　
二
〇
〇
三
年
通
年
コ
ー
ス
ま

で
の
四
年
間
、
何
を
し
よ
う
か
？

｢

自
然
環
境｣

｢

ご
み
問
題｣

「
教

育
」
な
ど
何
か
し
た
い
思
い
で
い

る
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
た
ま

た
ま
、「
三
重
県
環
境
博
」
が
一

九
九
九
年
に
開
催
さ
れ
二
百
近

い
グ
ル
ー
プ
や
企
業
が
参
加
し

た
展
示
会
で
一
日
楽
し
く
過
ご

せ
た
。
そ
の
中
に
現
在
月
一
回
参

加
し
て
い
る
「
鎮
守
の
森
を
夢
見

る
会
」
が
あ
っ
た
。
三
重
県
美
杉

村
と
い
う
銘
木
の
産
地
で
、
今
も

葉
枯
ら
し
間
伐
を
行
っ
て
い
る

地
域
の
中
で
、
女
性
が
中
心
と
な

り
先
祖
の
植
林
を
自
然
林
に
戻

す
活
動
を
し
て
い
た
。
動
力
を
使

わ
ず
、
間
伐
材
の
売
上
と
森
林
コ

ン
サ
ー
ト
で
活
動
資
金
を
得
て

い
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
こ
が

私
の｢
森
林
活
動｣

へ
の
初
め
の

一
歩
と
な
っ
た
。

　
こ
の
「
鎮
守
の
森
を
夢
見
る

会
」
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
森
林

を
中
心
と
し
た
自
然
の
接
し
方

を
吸
収
す
る
こ
と
に
な
り
、
森
に

対
す
る
同
じ
思
い
の
人
た
ち
と

か
か
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
三
重
県
グ
リ
ー
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
森
林

づ
く
り
三
重
」
に
入
会

し
、
熊
野
の
か
や
の
木

会
で
は
「
な
す
び
切
り

間
伐
」、
大
宮
の
吉
田

林
業
で
は
「
百
年
の

森
」・
速
見
林
業
・
鈴
鹿

森
林
組
合
で
の
森
林
研

修
会
、
桑
名
の
佐
藤
林
業
な
ど
の

林
業
家
と
会
う
こ
と
に
な
り
、
森

を
守
っ
て
行
く
こ
と
が
“
山
好

き
”
で
通
し
て
き
た
私
に
似

合
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
こ
の
活

動
中
に
「
紀
伊
半
島
三
県
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
」
な
ど
が
重

な
り
、
里
山
な
ど
の
自
然
保
護
を

中
心
に
一
挙
に
社
外
の
知
人
・

友
人
を
増
や
す
こ
と
に
繋
が
っ

た
。

　
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
を
知
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
は
技
術
の
向
上
が
進
ま
ず
、
ど

う
し
て
も
遊
び
と
の
共
用
か
ら

抜
け
出
せ
な
い
ジ
レ
ン
マ
に
関

連
の
研
修
会
は
何
で
も
参
加
し

て
や
ろ
う
と
考
え
て
い
る
と
き

に
、
Ｋ
Ｏ
Ａ
の
卒
業
生
が
当
会
に

入
会
さ
れ
話
を
聞
い
て
の
応
募

と
な
っ
た
。
夫
婦
で
の
ド
ラ
イ
ブ

時
に
伊
那
谷
の
場
所
を
確
認
し

た
の
が
昨
年
春
で
、
今
に
至
っ
て

い
る
。

　
幸
い
な
こ
と
に
我
が
家
は
、
Ｋ

Ｏ
Ａ
森
林
塾
以
外
夫
婦
で
の
参

加
が
中
心
で
、
居
間
は
森
林
関
連

の
資
料
や
書
籍
・
工
作
物
が
あ

ふ
れ
そ
う
に
な
っ
て
も
誰
も
文

句
を
言
わ
な
い
。
自
宅
へ
の
電
話

も
本
人
不
在
で
も
話
が
通
じ
る

こ
と
で
あ
る
。
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
の

み
な
さ
ん
の
名
前
も
我
が
家
に

は
知
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ろ
ん
な
研
修
会
・
講
習
会

で
知
り
え
た
こ
と
で
、
森
林
に
関

わ
り
自
然
を
親
し
む
人
た
ち
を

如
何
に
増
や
す
か
苦
心
し
て
い

ま
す
。
林
業
家
に
は
体
力
的
に
無

滝口　邦夫滝口　邦夫滝口　邦夫滝口　邦夫滝口　邦夫

リレー通信

理
か
？
自
然
観
察
？
ま
ず
は
仲

間
を
増
や
そ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
今
年
の
通
年
コ
ー
ス
の
終
了

に
合
わ
せ
て
、
新
し
い
道
が
見
え

て
く
る
と
よ
り
楽
し
い
活
動
が

出
来
ま
す
。
ま
だ
、
二
年
間
は
研

修
会
の
参
加
が
中
心
の
生
活
を

進
め
ま
す
。
面
白
く
て
楽
し
い
研

修
会
が
あ
れ
ば
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。
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　「
愚
公
医
山
堂
」
な
る
名
称
と

と
も
に
活
動
内
容
が
気
に
な
る

方
は
、
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア

ク
セ
ス
し
て
下
さ
い
。
た
だ
い
ま

会
員
募
集
中
と
の
こ
と
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　http://www.
         trimwoods.jp

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　
ミ
ン
ミ
ン
蝉
の
声
に
も
や
っ

と
張
り
が
で
て
、
照
り
つ
け
る
太

陽
に
目
を
細
め
る
今
日
こ
の
頃

で
す
が
、
今
年
は
「
コ
メ
不
作
」

の
新
聞
記
事
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

農
作
物
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
良

い
状
況
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
梅

雨
が
な
か
な
か
明
け
な
か
っ
た

た
め
に
、
低
温
、
日
照
不
足
の

日
々
が
続
き
、
必
要
な
時
に
必
要

な
だ
け
の
成
長
が
で
き
な
か
っ

た
せ
い
で
し
ょ
う
ね
。

　
と
は
い
っ
て
も
、
今
、
我
が
家

で
は
夏
野
菜
の
消
費
に
テ
ン
テ

コ
舞
で
す
。
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ

リ
・
ナ
ス
・
モ
ロ
ッ
コ
イ
ン
ゲ

ン
・
ピ
ー
マ
ン
を
あ
ち
ら
こ
ち

ら
か
ら
ど
っ
さ
り
と
い
た
だ
き
、

う
れ
し
い
悲
鳴
で
す
。

　
特
に
大
量
に
い
た
だ
く
の
が

キ
ュ
ウ
リ
。
浅
漬
け
に
、
サ
ラ
ダ

に
、
酢
の
物
に
と
あ
の
手
こ
の
手

を
使
っ
て
食
し
て
お
り
ま
す
が
、

山
と
積
ま
れ
た
キ
ュ
ウ
リ
を
完

食
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
工
夫
が

足
り
ま
せ
ん
。
ト
マ
ト
な
ら
、
ト

マ
ト
ソ
ー
ス
に
し
た
り
と
応
用

が
利
く
の
で
す
が
、
キ
ュ
ウ
リ

は
・
・
・
。

　
ど
な
た
か
、
キ
ュ
ウ
リ
の
よ
い

保
存
方
法
を
ご
存
知
で
し
た
ら

是
非
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。

（
ピ
ク
ル
ス
に
す
る
と
い
う
方
法

以
外
で
お
願
い
し
ま
す
。）

ヒ
グ
ラ
シ
の

　
声
に
聞
き
入
る
　
夕
間
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘘
子

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　
各
地
の
お
祭
り
や
花
火
大
会

も
あ
ら
か
た
終
了
し
て
、
遅
い
夏

が
や
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
お
盆
が

過
ぎ
た
ら
も
う
秋
か
も
。

　
お
米
や
野
菜
も
心
配
だ
け
れ

ど
、
き
の
こ
も
心
配
、
早
く
も
薪

す
ら
心
配
。
と
い
う
こ
と
で
、
薪

ス
ト
ー
ブ
や
ペ
チ
カ
を
お
持
ち

の
皆
さ
ん
！
来
る
べ
き
シ
ー
ズ

ン
の
薪
は
大
丈
夫
で
す
か
？
。
針

葉
樹
で
も
良
か
っ
た
ら
、
森
林
塾

で
間
伐
し
た
材
を
使
っ
て
下
さ

い
。

　

　
　
　
連
絡
先

　09087453098

（
椎
原
さ
ん
）

　09041761422

（
塩
田
さ
ん
）

◆
お
知
ら
せ

◆
お
知
ら
せ

◆
お
知
ら
せ

◆
お
知
ら
せ

◆
お
知
ら
せ･･ ･･･

そ
の
そ
の
そ
の
そ
の
そ
の
②②②②②
◆◆◆◆◆

　
森
林
塾
Ｏ
Ｂ
で
名
古
屋
在
住

の
飯
沼
さ
ん
が
「
愚
公
医
山
堂
」

な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
、
活

動
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
間
伐
材

を
利
用
し
た
集
成
材
や
創
作
家

具
・
森
林
認
証
へ
の
取
り
組
み

な
ど
を
通
じ
て
、
山
へ
収
益
を
も

た
ら
す
こ
と
を
目
的
に
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ

◆
お
知
ら
せ

◆
お
知
ら
せ

◆
お
知
ら
せ

◆
お
知
ら
せ･･ ･･･
そ
の
そ
の
そ
の
そ
の
そ
の
①①①①①
◆◆◆◆◆

　
島
﨑
山
林
研
修
所
尾
瀬
山
林

塾
が
群
馬
県
は
片
品
村
に
て
開

設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
予
定
は
、
十
月
二
十
四

日
〜
二
十
六
日
の
短
期
集
中

コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
務

局
は
、
森
林
塾
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
・
山
小
屋
管
理
人
の
「
も
爺
」

椎
原
さ
ん
と
森
林
塾
Ｏ
Ｂ
の
「
村

長
」
塩
田
さ
ん
で
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
開
催
場
所
や
内
容
な
ど

の
詳
細
を
お
二
方
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

調
整
と
色
々
な
こ
と
が
身
近
に

起
こ
り
、
今
の
生
活
が
将
来
に

渡
っ
て
約
束
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
や
り
た
い
こ
と
は
、
今
や

り
始
め
な
け
れ
ば
人
生
を
後
悔

す
る
と
思
い
、
今
年
、
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。
週
末
田
舎
暮
ら

し
の
拠
点
と
し
て
、
群
馬
の
荒
れ

た
山
の
一
部
を
購
入
し
た
の
で

す
。
さ
あ
、
も
う
後
に
は
引
け
ま

せ
ん
。
目
標
は
現
代
に
対
応
し
た

山
と
の
共
生
・
・
・
。

 

か
つ
て
日
本
人
は
山
か
ら
肥
料

と
し
て
落
ち
葉
を
、
用
材
と
し
て

間
伐
材
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

薪
を
、
食
料
と
し
て
山
菜
や
木
の

実
を
得
て
い
ま
し
た
。
人
々
の
暮

ら
し
と
山
が
密
着
し
、
効
果
的
に

共
生
し
て
い
た
の
で
す
。
ま
ず
、

こ
の
生
活
技
術
を
学
ぼ
う
と
調

べ
ま
し
た
。
し
か
し
、
都
市
化
、

近
代
化
の
波
を
受
け
、
人
々
が
山

の
恵
み
を
利
用
し
な
く
な
り
、
先

人
が
培
っ
て
き
た
知
恵
や
技
術

の
伝
承
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
今
、
山
の
恵
み
を
利

用
す
る
方
法
を
学
び
た
い
と

思
っ
て
も
、
体
系
的
に
体
験
学
習

す
る
場
が
無
い
の
で
す
。
各
地
に

発
足
し
て
い
る
市
民
の
森
林
保

護
グ
ル
ー
プ
の
活
動
も
、
保
全
が

主
目
的
で
生
活
に
密
着
し
た
森

林
活
用
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

最
後
の
頼
り
は
、
七
年
前
に
目

に
し
た
「
森
の
デ
ザ
イ
ン
維
持
・

管
理
・
・
・
人
が
森
と
共
生
す
る

た
め
に
・
・
・
」
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
島
﨑
先
生
の
教
え
で
し
た
。

森
の
利
用
目
的
を
自
由
に
考
え
、

森
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
。
そ
こ
に
は

特
別
な
決
ま
り
は
な
い
。
た
だ

し
、
生
え
て
い
る
樹
木
の
名
前
と

性
質
を
覚
え
る
こ
と
は
必
須
で

あ
る
。
特
に
種
類
の
多
い
広
葉
樹

の
名
前
と
性
質
を
知
る
こ
と
は
、

森
づ
く
り
の
重
要
な
基
礎
で
あ

る
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
樹
木
が
ど

の
よ
う
に
生
え
て
い
る
か
、
実
際

自
分
の
目
で
調
べ
る
こ
と
で
、
森

が
よ
り
身
近
に
な
り
、
楽
し
み
が

倍
増
す
る
。
言
葉
の
端
々
か
ら
、

島
﨑
先
生
が
樹
木
を
知
り
、
森
を

慈
し
ん
で
い
る
感
じ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
先
生
が
「
森

づ
く
り
は
、
基
礎
知
識
さ
え
身
に

つ
け
れ
ば
、
数
日
を
費
や
す
だ
け

で
、
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
の
で

す
。
庭
木
の
手
入
れ
と
同
じ
な
の

で
す
。」
と
語
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
先
生
が
指
導
す
る
森
林

塾
な
ら
、
私
が
求
め
て
い
る
山
と

共
生
す
る
技
術
を
学
べ
る
と
思

い
、
森
林
塾
に
入
塾
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
受
講
し
て
み
て
、
期

待
以
上
の
講
義
内
容
に
驚
き
、
喜

ん
で
い
ま
す
。
植
林
、
下
草
刈
り
、

樹
木
分
類
、
測
量
、
間
伐
、
山
道

具
の
手
入
れ
、
炭
焼
き
、
キ
ノ
コ

菌
打
ち
、
ぶ
り
縄
、
ロ
ー
プ
の
ア

イ
加
工
、
各
樹
木
の
利
用
価
値

等
、
森
林
塾
が
体
系
的
に
教
え
る

山
造
り
の
技
術
・
知
恵
は
、
私
が

求
め
て
い
た
山
と
共
生
し
た
田

舎
暮
ら
し
に
必
要
不
可
欠
な
技

術
で
す
。
特
に
、
休
息
中
に
島
﨑

先
生
や
保
科
先
生
が
話
さ
れ
る
、

昔
話
に
は
山
生
活
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
聞
き
逃
し
た
と
き
に

は
悔
し
い
思
い
を
し
ま
す
。

　
今
、
群
馬
の
土
地
は
森
林
塾
で

習
っ
た
樹
木
分
類
の
復
習
を
兼

ね
て
、
現
状
把
握
を
進
め
て
い
ま

す
。
図
鑑
を
片
手
に
樹
木
の
名
前

を
調
べ
る
作
業
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
が
、
と
て
も
楽
し
い
一
時

で
す
。
今
後
、
一
年
程
度
、
植
生

と
周
辺
の
自
然
も
合
わ
せ
て
調

べ
て
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
を
決
め

て
、
手
入
れ
を
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
森
林
の
現
状
が
悲
惨

で
あ
る
こ
と
を
憂
い
、
林
業
の
あ

り
方
に
関
し
て
熱
く
討
議
さ
れ

て
い
る
塾
生
が
多
い
中
で
、
私
の

よ
う
な
動
機
の
塾
生
は
珍
し
い

と
思
い
ま
す
。
先
生
、
ス
タ
ッ
フ
、

塾
生
の
皆
さ
ん
、
今
後
と
も
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。


